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地区スローガン ： 「ロータリーを楽しみながら　世界で良いことをしよう」
クラブ方針 ： ～我々の生業は社会に奉仕する。～「世界平和をなすためにベストを尽くそう」

■ 会長挨拶 /花嶋　実 会長
　本日は、例会にご出席いただきありがとうございます。コロナ感染がまだまだ収まりません中、皆
様には引き続き感染防止につきましてご協力をお願いいたします。
　本日は、新入会員の上田裕美様おめでとうございます。ロータリーをとおしてのご事業の発展とと
もに社会に貢献されていただきますよう、これからのご活躍をお祈り申し上げます。丸山正紀会員に
おかれましては突然の転勤により退会されるとのこと、大変残念であります。昨年の 10 月に入会さ
れ 1年間の短い期間でありましたがありがとうございました。新天地でのご活躍をお祈りします。
　今日の例会は、ロータリー財団・学友委員会担当のクラブフォーラム「世界平和とロータリー財団」
をテーマに行います、今野委員長ほか委員の皆様にはよろしくお願いいたします。先月の 17 日に地
区ロータリー財団統括委員会主催による「地区ロータリー財団セミナー」が行われました。1.グロー
バル補助金 2. ロータリー財団奨学制度 3. ポリオプラス 4. 平和フェローシップの説明が行われ、ロー
タリー財団の活動の事例が披露されました。1. のグローバル補助金については事業計画、活動が数年度に及ぶとともに金
額の多さも伴い管理の完璧が求められ、監査もそれなりに厳しく求められるものであることが印象に残りました。2. のロー
タリー財団奨学制度のついてはレベルの高さにおいて優秀な方の人選が必須とともに目的の明確な人材支援制度として理
解いたしました。3. ポリオプラスについてはロータリーの中では皆様に理解されている事業であり、10 月 23 日（土）世界
ポリオデーとして成田国際空港第二ターミナル中央広場 12 時 30 分よりポリオ根絶の集いが行われます。参加をお願いい
たします。4. 平和フェローシップにおきましては１９期年次大会の様相が紹介され、7 月の例会に野口アキ子副委員長の引
率でゲストとしてオーストラリアからオリビア・ウエルネス・コールさん（野口アキ子さんがカウンセラー）アメリカからファラ・
ハスネインさんが訪問されました。年次大会の時の写真が映し出されているのを拝見しました。野口アキ子会員におかれま
しては、本日のテーマであります「世界平和とロータリー財団」の一つとして平和フェローシップについても解説願えれば
と思っております。
　ロータリー財団は 4 つの事業だけではなく、ウクライナ難民をはじめとする、人道的な支援等、世界平和に貢献する活動
をいろいろな形で行っております、財団の事業を理解していただいて、会員の皆様にはロータリー財団の各種寄付にご協力
をぜひお願い申し上げます。
　次週の例会は９日の日曜日、地区大会に変更でございます、「ロータリーの仲間との信頼を繋ぎ、千葉から世界を変えて
ゆこう！」をスローガンとしており、同時開催の「千葉から世界を変えるフェスタ」～千葉物産展・寄付促進ベース～が設け
られ当クラブからは中村武弘会員（キッチンたかのは）による出店もあります。クーポン 500 円×3 枚が参加者に配布され
ます。それをキッチンたかのはでご利用ください。全員参加で地区大会に参加しましょう。

■ 四つのテスト/ 小松喜久子 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
　大西裕子 様（千葉興業銀行稲毛支店　支店長）
　金慧媛 さん（米山奨学生）

■ 新入会員入会式　上田裕美 新会員
株式会社アイ・アンド・シーの上田裕美と申します。この度は入
会させていただきありがとうございます。弊社、システムの開発、
運用、保守を行っております。私は経営企画を行っております。
今後ともどうぞ宜しくお願いいたします。
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■ 退会挨拶　丸山正紀 会員
短い間でしたが大変お世話になりました。10 月の異動で銚子に行くことになりました。単身赴任かと思って
います。ロータリーさんとはもっとお付き合いしたかったのですが、未だにコロナの影響で銀行は色々と規
制がありご迷惑をお掛けしました。引き続き健康にご留意頂き、宜しくお願いしたいと思います。どうもあ
りがとうございました。

■ ご寄付の贈呈
 ・社会福祉法人千葉いのちの電話理事長　友田直人 様

■ 同好会協力金の贈呈
 ・野球同好会…宮川忠士 監督
 ・WRGゴルフ同好会…山本康昭 会長

 誕生のお祝い
　大森　薫 会員

 記念日のお祝い
　山本康昭、小松喜久子、海寶勘一、須藤郁雄、今野文明、本橋和也、
平良真人、川城孝夫、髙橋健一郎、花嶋　実　各会員
 ・代表スピーチ　山本康昭 会員
結婚祝いを頂きましてありがとうございます。今年 52 年、皆さん
の年より経験豊富という事になりますが、決して仲の良い夫婦で
はありません（笑）今日は付き合いのある証券会社で相続の相談
をしてきました。遺言を、と考える歳になりました。色々悩むこと
ですが乗り切らなければならない峠と思って頑張ります。あり
がとうございました。

■ 米山奨学金の授与ならびに近況報告
 皆様こんにちは。先月ロータリー活動が多くあ
り、2 つ報告します。米山バーベキュー大会が
あり長坂さんと藤崎さん、ご参加ありがとうご
ざいました。ロータリアンと奨学生の絆を与え
てくださいました。また奨学生研修旅行があり
ました。台風の影響で心配でしたが無事に終り、
サントリーホールでロータリーの行事に参加し
ました。大きな経験とよい学びを終えられました。
ありがとうございました。

■ 幹事報告
第 4回定例理事会報告
【議題】全て承認されました
　１．上四半期会計収支報告の件
　２．10月プログラム内容変更の件
　３．12月プログラムの件
　４．忘年例会の件
　５．11月12日（土）ふれあい花壇植替えの件
　６．退会会員の件（丸山正紀会員・異動のため）
　７．台湾東部地震義援金の件…高雄北区RCへ 20万円をお送りします
【報告】
　１．千葉いのちの電話チャリティーコンサート協賛広告募集の経過報告
　２．2月姉妹クラブ来葉準備の経過報告
　３．11月18日（金）ロータリー情報研修会の件
　４．青森豪雨災害義援金送金の報告
　５．次年度地区委員推薦依頼の件
　６．第 3グループ合同幹事会報告

・地区大会のご案内
10月9日（日）9:30 点鐘　アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張
駐車場の混雑が予想されます。お時間に余裕を持っておいでください。
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台湾東部地震

青森豪雨災害
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■ クラブフォーラム　ロータリー財団委員会主催　「世界平和とロータリー財団」

世界平和を希求する重要プログラム
ロータリー平和センター

経過
　この度、財団委員長から１０月４日に財団委員会のクラブフォーラムが予定
されています。その時に会長方針の「世界平和をなすためにベストを尽くそう」と一致する平和センター・平和フェローの
卓話をして下さいと依頼されました。
　私が地区からお受けした２０２０年４月のオリエンテーションの受講に遡り概要と経過を紐解きこのプログラムが皆さんに理
解頂けるように、お話しさせて頂きます。但し、時間の関係上概要など一部省略いたしますので後で広報をご覧下さい。
　２０１９年１０月の地区大会において以前、米山記念奨学生委員会の某委員長から平和センターカウンセラーのお話がありま
した。その時は私自身も会長職で多用な日々でもありました。また、英会話も得意でもないと答えると今は優れた翻訳機が
あるから大丈夫　そんなやり取りをして数ヶ月の時が過ぎ年も明け２０２０年２月頃に最終の返事をしたように覚えています。
その頃はコロナ感染症もじわりじわりと増えて例会を休会にするかのお話しもありました。
～プログラムのはじめに～
　ポール・ハリスは二度の世界大戦の中を生き、世界平和の難しさを痛感し、生涯、強く平和を希求したロータリアンでした。
この「ロータリー平和センター」はポールの平和への願いを受け止め創設されました。
～ポール・ハルスとプログラムの関係～
　ポールがなくなったのは１９４７年、そのポール没後の５０周年を記念する平和プログラムを作ろうと１９９６年にラジェンドラ・
サブ管理委員長の下進められました。当初は平和学を中心としたロータリー大学創設が検討されましたが、困難と判断し、
平和学に優れた大学の中にセンターを設け、世界で平和に貢献したいと願い活動する方々を迎え入れ、スキルを高め再び
世に出していくプランに決定しました。
～センターが設置される大学はどのように決まりましたか～
　専門の委員会が世界中から１００もの大学を調査し、地域性も考慮しながら実施訪問した上で、大学側の意欲、教授と平
和カリキラム等、総合的に判断し、スタート時は７センター（８大学）をつくることに決定スタートしましたが、パリ政治学院、
カリフォルニア大学バークレー校、サルバドール大学の３校は廃止され、スウェーデンのウプサラ大学が新設され２年間学ぶ
修士号コースは現在５センター（６大学）です。
～ロータリー平和フェローの応募と選考について教えて～
　職業と学業を通して平和構築に強い専心を持ち、平和への熱意と献身をお持ちの方で、学士号又はそれに相当する学位
があり、関連分野において３年以上の職歴があれば有資格です。応募年齢は問いません。ただし優れた英語力が必要です。
毎年５月３１日までに申請を受けた地区は選考を行い、７月１日の締切日までに、ロータリー財団に地区として申請します。
ロータリー財団は世界中から届いた申請書を基に書類選考し、１０月、ロータリー平和センター委員会と各センター長がエバ
ンストンに集まって厳しい最終選考を行い、センターごとの合格者を決定します。内示を受けた者は大学の正式合格をもっ
てフェロー合格者となります。
～日本からの応募状況は如何でしょう～
　日本が平和国家ということもあり大変に少ないのが現状で、合格者は平均して毎年２名程度になるようです。しかし、
NGO や NPO を通して海外で平和活動に従事する方たちも増えていますので、この平和プログラムをよく知って頂き、広
報をしていけば応募者も増えるのではないでしょうか。
～フェローに支給される奨学金はどれくらいでその資金源はどこから出ているのでしょうか～
　修士号コースでは約２年間の学費、居住費、生活費、そして研究の為の海外等の実地研修を含めると一人当たり８万ドル
程度かかるそうです。世界各地のロータリアン、地区、その他の支援者からの寄付によって支えられています。
地区の財団活動資金からの寄贈と個人の基金の運用益、その他の寄付と合わせてプログラムを支えます。
恒久基金で、累計２５，０００ドル以上から冠名基金を設立できるそうです。日本では１００万ドル以上寄贈した方を筆頭に多く
のロータリアンが大口寄付などで支援を続けております。また、このプログラムを円滑に運営出来るようにロータリー財団
は目標額を設け、地区や個人の支援を求めております。
～よく聞くホストエリアとは何ですか～
　ICU（国際基督教大学）は東京三鷹市に所在しますので、第２７５０地区がホスト地区になりました。プログラムがスタート
する前から尽力された（故・岩井　敏パストガバナー　元ロータリー日本財団理事長）田中作次元RI 会長などの先見の明で、
近隣５地区を含めた６地区合同でホストエリア体制としたそうです。統括するロータリー平和センター・ホストエリアコーディ
ネーターを中心に、ホストエリア連絡協議会が組織され、公式のカウンセラーオリエンテーション、ロータリー平和フェロー
オリエンテーション、ホストエリアセミナーを実施しています。また、ロータリー平和フェローの日本文化交流、広島研修旅
行など、フェローを様々なかたちで支援していますが、そのための資金はガバナー会を通じて、全国ロータリアンの方々か
ら毎年１人１５円のご協力をいただき成り立っています。
～年次セミナーについて知りたいのですが～
　ロータリー平和フェローが２年間の研究テーマを発表する唯一の公式行事で、ICUでは、毎年６月上旬に大学が主催します。
RI 理事をはじめ全国各地からガバナー、財団関係者など、多くのロータリアンが参加されますが、ロータリー平和フェロー
一人ひとりの平和研究テーマも様々で、研究の多様性に驚かされます。ほんの一部ですが、ICU のフェローの発表を例に
挙げますと
　①　難民の保護、移民と国境の安全管理
　②　貧困削減アプローチ
　③　平和と公正を保障する強固な司法制度
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　④　子供難民の事例と対策
　⑤　気候変動による強制移住と国家責任
　⑥　ブータンのゴミ処理問題

～卒業したロータリー平和フェロー（学友）はどのような活動をしているのでしょう～
　４割ほどはNGOに就職し、センターで学んだ力を生かし活躍、約１５％が各国の政府機関の人道的な部署に所属、その他、
国連機関で平和研究者として活動しています。
２０２０～２１年度　ロータリー平和センター・ホストエリア組織図
ロータリー平和センター　ホストエリア
２７５０地区（東京飛火野 RC）・２５８０地区（東京青梅 RC））・２７７０地区（上尾西 RC）・２７５０地区（東京世田谷南 RC）・
２７５０地区（東京三鷹RC）
国際基督教大学 /ロータリー平和センター
ロータリー平和センターにセンター長・副センター長・コーディネーター３名
主にフェローの連絡はコーディネーターが仕事をされています。
ホストエリア連絡協議会　ロータリー平和センタープログラム担当
２５８０地区・２５９０地区・２７５０地区・２７７０地区・２７８０地区
２７９０地区の６地区になります。
私が担当した第１９期生　ICUロータリー平和フェローの出身国・ホスト地区
アルゼンチン（２５９０地区）アメリカ（２７７０地区）コソボ（２７８０地区）ジンバブエ（２５８０地区）カナダ（２７５０地区）オー
ストラリア/シェラレオネ（２７９０地区）アメリカ（２５９０地区）７名のカウンセラー
個人情報により名前は記載しません。
ロータリー平和センタープログラム　広報アンバサダー
２７９０地区（市川RC）２６７０地区（徳島プリンスRC）２名の構成です。
以上、２０２０年４月１５日カウンセーオリエンテーション資料を参考にまとめています。
第１９期生カウンセラーオリエンテーション参加
２０２０年４月１５日に「第１９期生カウンセラーオリエンテーション」「新委員セミナー」「懇親会」の案内を頂きましたがコロナ
感染症（デルタ株）は増加傾向になり全員オンライン参加となりました。
　①　ロータリー平和フェローシップ・プログラムについて、
　②　カウンセラーの役割と責務　　資料１～資料９まで
　③　（第１９期フェロー・カウンセラーの登録）
　④　第１８期生カウンセラーの体験談
　⑤　質疑
今後の予定　　
　ICU の１９期生平和フェローは現在７名が予定されていました。２５８０地区東京新都心 RC 所属クラブでジンバブエ出身の
ギブモアさん・２５９０地区横浜瀬谷 RC 所属でアメリカ出身のハレイさん・同じく横浜西 RC 所属でアルゼンチン出身のダ
ニエラさん・２７５０地区東京麻布RC所属でカナダ出身のナタリアさん・２７７０地区川口RC所属でアメリカ出身のファラさん・
２７８０地区相模原 RC 所属でコソボ出身のサビナさん・２７９０地区千葉西 RC 所属のオーストラリア出身のオリビアさん、　
それぞれのカウンセラー、平和フェローの皆様の自己紹介から始まり平和センターの組織等を理解して、いつ渡航しても良
い状態で待機しておりました。
近況報告
　２０２０年４月コロナウイルス感染症は拡大と減少傾向を繰り返して緊急事態宣言・まん延防止等重点措置の発令により海
外への渡航禁止令となり、平和フェローのオリビアさんも暫くはオンライン授業を継続しオーストラリアで待機をしていまし
た。その期間もメールでの近況報告が平均して月１回のやり取りを継続して日本の様子やオーストラリアの様子、写真等を
配信していました。
　２０２０年６月１９日国際基督教大学の主催の１８期生ロータリー平和センター年次セミナーも中止でオンラインのみのプレゼ
ンテーションになりました。そして、　感染症が減少傾向になり日本に入国できるかと期待も膨らんだ頃はオーストラリアで
ロックダウンとなり１９期生平和フェローもなかなか入国できる環境ではなく２名は１年間休学され、２名は辞退届、３名はオ
ンライン授業を継続しつつ入国を待っている状況になりました。
オリビアさんはオンライン授業を継続して入国緩和措置を待つグループに入りました。
入国緩和措置
　２０２２年３月にようやく日本政府による入国制限が緩和され、２０２２年５月１９日に日本へ入国できると連絡いただいたのが４
月中旬でした。それから急いで国際基督教大学の近くでアパートを探す予定でいましたがオリビアさんからメールでお友達
の平和フェローが住んでいるソーシャルレジデンス東小金井にお部屋があるので短期滞在でも契約できそうと連絡頂きまし
た。（宿舎探し契約・損害保険契約・銀行口座開設と一回目の奨学金の入金までカウンセラーの役割）　そして、５月１９日
羽田国際空港１７時５分到着に合わせて出迎えに行き１時間たっても姿はなく、近くを通る添乗員に尋ねると今は一人ひとり
PCR 検査をおこない入国されますので時間はかかりますとの返事でした。結局オリビアさんに会えたのは３時間経過した２０
時３０分でした。
　羽田国際空港の食堂も殆ど閉店して１か所だけ 3 階のうなぎ店が営業していました。何でも食べられるけど卵だけは駄目
と聞いていましたのでそこで夕食を済ませて大きなトランク 2 個の荷物を乗せ東小金井市に向かいました。シェアハウスに
到着し平和フェローの友人でアメリカ出身・ファラさんとカナダ出身・ナタリアさんに電話しお手伝いして頂き整理し終わっ
て自宅に帰ったのが日付変更の 5分前でした。
国際基督教大学（ICU）
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　国際基督教大学（ICU）の設立は、第２次世界大戦の深い反省に遡り、平和を求める強い意志と願いを持った日米の人々
から賜ったご支援により、その悲惨な戦争を反省し、恒久平和を希求し、国際社会において平和を築く人を育てるために、
ICUは献学されたのが創設だそうです。

日本の生活
　オリビアさんの日本に入国されてからの生活は学生用のシェアハウス３畳間程の部屋にベッドと洗面台、造付けのタンス、
小さなベランダがついていました。洗濯、お風呂は５部屋単位で１箇所、テレビ、大食堂は１階の共同生活場が当番制で使
用されていました。　食事作りの担当はアメリカ出身のファラがいつも作ってくれていたようです。平和センター平和フェロー
のアメリカ出身のファラ、カナダ出身のナタリア、オーストラリア出身のオリビアの３人は行動を共にしていたようです。６月
２５日の卒業までの期間が短く、休日以外は ICU に通学し残された授業を受けて充実した毎日を過ごされていました。
休日は新宿・東京・深大寺植物公園散策・日本の歴史探訪に行ったメールが入っていました。
ある日、ICU でロータリー平和セミナーの授業があり被爆者の小倉恵子さんが広島での体験談を英語で語りそれを受講さ
れたオリビアさんは日本に滞在する間に長崎・広島に訪れることが重要なことであると気づき ICU に相談したら ICU で計
画はないので自分達で計画し行動して、と言われたそうです。
早速、長崎、広島のプランを立て帰国する７月３１日の数日前まで旅行をしていました。途中下車し京都・名古屋と平和フェロー
の友人を尋ねて大相撲夏場所の観覧もして帰って来たと話していました。

第１部　ロータリー平和センタープログラム・セミナー開催
　開催日時２０２２年６月２５日（土）１０：００～１１：３０
　場所：国際基督教大学　　　　東ケ崎潔記念ダイアログハウス国際会議場
第２部　ロータリー平和センター・年次セミナーが開催
　開催日時２０２２年６月２５日（土）１２：３０～１６：３０
　場所：国際基督教大学　　　　国際会議場
第１９期生ロータリー平和フェロー４名による卒業修士論文の発表会
Presentation Summary of Graduating RPF Presenters
ロータリー平和フェロー発表者・プレゼンテーション概要
「なぜ私は避難民なのか」：
オリビア・ウェルスレイ・コール
ミャンマー・ラカイン州における暴力的な民族・宗教対立を煽るものに対する認識
　本論は、近年暴力的な紛争に巻き込まれたコミュニティーの相当部分が避難に追い込まれた状況を考察する。これらの紛
争は、当事者以外からは民族・宗教的対立と理解されることが多いが、紛争で被害を受けた者がどのような理由に基づくと
捉えているかは明らかでない。本論は複数の質的研究アプローチにより、退去を余儀なくされ、もしくは暴力の影響を受け
た者が、紛争が何によって起きたと理解しているかを探る。
　本研究の意義は、外国人が紛争地域に派遣され人道的・平和構築サービスを提供する時、国際社会がどのように危機的
状況の弱体化された人々を最適に援助できるかを探ることである。派遣する機関は国連の安全保障理事会、寄付を提供す
る政府から人道支援機関に及ぶので、かなり広範囲にわたる。
　先行研究とは紛争で避難した人々との会話を主たる方法として、彼らになぜ紛争が勃発し、主な要因が何だったかを尋ね
ている点が異なる。文献レビューでインタビューを補完した。
　ケーススタディーはミャンマーのラカイン州で行った。複数の国連機関が異なる時期にそれぞれ援助を提供している。調
査対象の暴力は、北ラカイン州の長期にわたる構造的暴力、２０１２年の共同体間の暴力で家屋への火付けや殺人を含むロヒ
ンギャ・ムスリムとラカイン仏教徒との衝突で１４万人のロヒンギャ・ムスリムが故郷を追われ強制退去 (IDP) で難民キャン
プへ追いやられ、ミャンマー軍による「一掃作戦」２０１６年 /１７年のロヒンギャ・ムスリムが７５万人以上バングラディッシュ
に避難した状況を含む。
　紛争当事者の間に明らかな民族的・宗教的相違が存在したのは確かだが、これが暴力の主原因とは特定されていない。
しかし、ミャンマー市民権取得の適格要件として、根源的な民族性もしくは国内でのその民族の歴史に基づくかの対立が継
続中であった。加えて以前からの差別、教育の欠如、部外者による教唆、政府軍による意図的な誤情報伝達 (ソーシャルメディ
アの使用を含む )も存在した。
　またインタビューに応じた者が、予期せぬ和解アプローチを詳述したことも注目に値する。
あるフェローの志望の動機
　３０年前、私はアフリカの小さな国に生まれした。この国は、内戦、土砂災害、エボラ熱を経験した地球上で最も発展の
遅れた国の一つです。
大家族出身の私にとって、教育を受けることは大変なことでした。小商いだった私の父は、家計のやりくりと子供たちを学
校に行かせることに大変苦労していました。私が学校に行き始めたとき、１９９０年代に勃発していた戦争の最中で、多くの
人が命を落とし、私の父も武装兵力の攻撃にまきこまれ殺されました。初め、私は法律家になりたいと思っていましたが、
戦争の被害者になったことで、平和と紛争解決への興味が生まれました。なぜ人は戦いをするのか？　何がそういった行動
を軽減、もしくは防ぐことができるのか？ということを知りたくてたまりませんでした。戦争被害者となった私自身の体験が
モチベーションとなり、国立の大学で平和と紛争解決を学びました。
その上、私のコミュニティーの人たちは国内や土地の問題について、よく口論をしていました。隣の人たちの口論がとても
うるさくて、夜も眠れないほどでした。少なくとも一週間に一度は口論をしていました。何かしらの口論を解決するための
試みが行われて、一時的には落ち着いても、また数日経つと口論が始まる状況でした。時々、間を取り持った人が不公平だ
と言われ、厳しく非難されました。実際、対立していた団体は、ある時点から調停者を持ちませんでした。この経験も、私
の平和と紛争解決を学びたい、その分野で働きたいという気持ちの原動力となりました。
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10月11日（火）⇒9日（日）振替

　国際ロータリー第2790地区

　「地区大会」

　9:30点鐘 アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張
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 ニコニコBOX
 ・山本…結婚 52年、祝って良いのやら…？
 ・海寶…結婚記念日のお祝い誠にありがとうございます。
 ・西川…上田さんをよろしくお願いします。
 ・花嶋…丸山さん、ありがとうございました。上田さん、入会おめでとう。
 ・川島…野口アキ子さん、二年間の平和フェローご苦労様でした。
 ・今野…結婚記念を頂きありがとうございます。
 ・渡邉岳仁…上田さん、よろしくお願いします。
 ・野口アキ子…今日は卓話の時間を頂きありがとうございました。
　　　　　　　ロシア、ウクライナ侵攻問題から見ても日本は平和国家で嬉しいですね。
 ・賀来…良いことがありました。
 ・須藤…47年経ちました。幸せに、しています。
 ・川城…結婚祝いをありがとうございます。感謝、感謝です！
 ・友田…千葉いのちの電話に支援金をいただき感謝申し上げます。
 ・遠藤あけみ…10月に入りましたが、まだまだ暑いですね！8日はカレンダー上では寒露です。
　　　　　　　皆様、ご自愛くださいませ。
 ・本橋…①10月が結婚記念日でした。ロータリーのお蔭で忘れずに済みました。
　　　　②9月に60歳の還暦を迎え、大人の仲間入りをさせて頂きました。
 ・高橋…結婚祝いをありがとうございます。
 ・小松…記念日お祝いをありがとうございました。振り返れば、想い出ボロボロです。
 ・上田…入会をさせて頂きありがとうございます。よろしくお願いいたします。

チーバくん

ちばＳＤＧＳパートナー  111号

■ 委員会報告
 ・野球同好会
10 月1日（土）13：00 宮野木球場　×勝浦RC最終戦は 4-7 で敗れました。森川さん親子にも応援頂き
ましたが残念でした。来シーズンは勝てる様に頑張りたいと思います。

・会員増強・退会防止委員会
会員増強委員会では毎年、オブザーバー例会を行っております。この数年はコロナ禍で実施が叶いませんで
したが本年度、通常例会へ 1 回 / 月の頻度でオブザーバーを呼びたいと思います。10 月は 18 日、千葉商
工会議所青年部の斎藤会長の卓話があります。その際、お知り合いの方、将来的に入会していただける方
をお呼びしたいと思います。参加費は委員会で負担いたします。これからお聞きして回りたいと思いますの
で、ご協力をお願いいたします。

・社会奉仕委員会
千葉いのちの電話協賛広告の〆切を本日とさせて頂きます。以前お出し頂き広告の内容を変更される方は、
本日中にご連絡ください。宜しくお願いします。

・米山記念奨学委員会
11 月 18 日（金）情報研修会が開催されます。そのあと、延期されていた米山奨学生の歓迎会を行いたい
と思います。詳細は後ほどご案内いたします。併せて、各委員長とご相談させて頂きましたが新入会員の足
立さん、上田さんの歓迎会を併せて開催したいと思います。皆様のご参加を宜しくお願いいたします。

 11 月プログラム
 ・ 1日　休会（3日文化の日）
 ・ 8日　ゲストスピーカー 千葉東税務署長 柳澤裕行 氏
 ・15日⇒18日（金）振替 第2・3・4グループ合同情報研修会
 ・22日　休会（23日勤労感謝の日）
 ・29日　ゲストスピーカー 千葉県立千葉商業高等学校長 鈴木栄次 氏

 10 月プログラム
 ・ 4日　クラブフォーラム　ロータリー財団・学友委員会担当
 ・11日⇒ 9日（日）地区大会 アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張
 ・18日　ゲストスピーカー　千葉商工会議所青年部　会長 齋藤玄樹 氏
 ・25日　ゲストスピーカー　ロータリー米山奨学生　鄭　嘉祐 氏


